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オタゴ大学ランゲージセンター留学報告 
 

   農学部・研究科 応用生物科学科・課程・専攻 ２年 （氏名 馬場渉） 

 

○派遣：ニュージーランド・オタゴ大学ランゲージセンター 

 

 

○派遣期間：   2016 年   8 月  1５日  ～   2016 年   ９月   １７日 

 

 

○渡航時の学年：   ２年次 

 

 

○渡日前の手続について 

・参加に至った経緯について： 

将来、就職関係などで何らかの役に立つように英語を習得したいと思っていたため、英語圏への

留学に興味がありました。滞在場所が寮ではなくホームステイで、日本以外の国の生徒もたくさん

いるとのことだったので、英語を聞く・話す機会が多いだろうという点に魅力を感じました。そこでま

ずは 1か月という短期の語学留学にチャレンジしようと思いました。 

 

 

・渡航に関する手続について： 

海外旅行保険 

 

 

・査証取得： 

なし 

 

 

★体験記： 

 バスでの登下校でしたが、1 時間に 1 本か 2 本程度と本数が少なく、学校が始まる時間に間に

合うバスでは、学校に早く着きすぎてしまいました。そこで、朝の時間も有効活用しようと、近所に

ホームステイしていた宮大の友達と、ほぼ毎朝違うカフェを巡り、飲み物をテイクアウェイして学校

に行っていました。また、帰り道にも街に寄って、フィッシュアンドチップスを食べたり、タピオカドリ

ンクを飲んだり、お土産を探したりと、毎日楽しかったです。 

 また、ランゲージセンターのある建物にはカフェとジムも併設してあり、学校が終わってからジム

によって体を動かすなどもしていました。 

 渡航して 1 週間後くらいには、ラグビーの大きな試合がありました。私はスタジアムのチケットを

買わなかったので、他のチケットを買っていない友達７人くらいでバーに観戦しに行きました。現地

の方々はとても熱狂的で、街ごと盛り上がっていました。 

 また、クイーンズタウンという観光の町にも土日を利用して行きました。そこではたくさんのアクテ

ィビティを経験したり、美味しいものを食べたりしました。やりたいことがたくさんあって、2 日間だけ

では足りませんでした。とても楽しかったです。 

 

 

 

○生活費： 

食費：およそ\10,000  
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登下校途中に飲み物や軽食を購入していました。 

学校のある日の昼食はホストファミリーの家にあるものを持って行ったので、昼食代は土日に出

かけたときの分だけかかりました。 

 

バス代：およそ\6,000 

家から学校までのバス代が片道およそ\100 でした。 

 

○大学のサポート状況： 

日本人の先生もいらっしゃいましたが、生活面での質問などをする場合にも全て英語で話しました。

聞き取れなかった場合はゆっくり話してくださったり、言っている言葉が分からないときは単語を言

い換えたりしてくださり、とても良いサポートをしてくださいました。 

 

○授業の様子： 

午前はTOEIC対策、午後は一般英語の授業がありました。どちらも、10人～15人くらいの小グ

ループで、1回 50 分の授業を受けました。 

教科書を利用する授業では、初めに関係代名詞などの用法・例文を習い、その後はペアやグ

ループでカードやすごろくのようなゲームをし、楽しく英語を学ぶことができました。 

 また、街角インタビューの映像を用いたリスニングでは、パソコン室で一人一台ずつ画面に向き

合い、ヘッドフォンを付け、問題を解くスタイルで、動画も何度も見返すことができたため、自分の

速度で進めることができました。 

さらに、週に 2回、何をしても良い時間があり、図書室とパソコン室が合体したような教室で、英

語の本や漫画を読むも良し、DVD（Lalaland や 007 など普通の。教材用とかではなく。）を観るも良

し、授業でわからなかったことを先生に聞くも良し、といったものでした。 

毎週月曜日には、語彙と文法のテストがあり、それに加えて、ライティングやスピーキングのテ

ストがありました。 

 受動的な生徒は少なく、皆、積極的に質問をしたり、先生の問いかけにしっかり答えたりしてい

ました。 

 

 

○他の留学生たちの様子： 

タイや中国、韓国、アルゼンチン、チリなどたくさんの国から留学生が来ていました。日本人も多く、

学校では日本語を話す機会も少なからずありました。それは心強くもありましたが、英語を習得す

るという点ではあまり好ましくなかったと思います。 

 

 

○現地学生との交流： 

オタゴ大学の生徒と関わることはあまり無く、ほとんどランゲージセンターの中にいる留学生と交

流していました。 

 

 

○街の様子： 

オタゴ大学のあるダニーデンはコンパクトな街で、ショッピングセンターや数々のショップが立ち並

ぶジョージストリートは、カフェやお土産屋さんもあり、楽しかったです。大学のすぐ近くにあるから

か、いろいろな国籍の人をたくさん見かけました。 

 

 

○その他： 

服装は真冬のものを準備して行きましたが、冬から春になりかけ、という気候で、意外と暖かかっ

たので使わない服もありました。滞在中、雨はほとんど降らず、降ってもすぐ止むような穏やかな
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雨でした。 

 

○今後、海外渡航を希望する宮大生のみなさんへ 

  1 か月はとても短く、英語を習得するという点においては、上達は少ししかしていないかなと思

います。しかし、行ってから学んだことはたくさんありました。買い物にいったお店では、「こんな風

に話しかけられてこんな風に受け答えするんだ」、という気づきや、他の国の人が話す英語を聞い

たのは初めてで、「“ｒ”の発音が巻き舌だな、スペイン語系の南米出身の方かな？」など、他にも

毎日たくさんの気づきがありました。その中で一番大きな収穫は、モチベーションが上がったという

ことではないかと思います。もっと英語を勉強しよう、もっと世界に出てみたい、と思うようになりま

した。 

 はじめ、費用も大きな額だし、この留学に申し込むのには勇気が要りました。しかし、行かなきゃ

絶対にわからない、とても良い経験ができました。 

もし海外への渡航を迷っているなら、勇気を出して、積極的にチャレンジしてみてもいいのでは

ないかと思います。 

 

 


